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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の結合部分（５２）を有し、回転軸（Ｒ）周りに回転可能に支持された担持体（５
０，１５０，２５０，３５０）と、
　前記担持体（５０，１５０，２５０，３５０）上に着脱可能に取り付けるために前記第
１の結合部分（５２）に結合可能である第２の結合部分（１０２）を有する少なくとも１
つの光学要素（１００，２００，３００，４００）と、を有する顕微鏡（１０）のための
変換装置において、
　前記第１の結合部分（５２）は、第１の機械的なコード化構造（５６）を有し、前記第
２の結合部分（１０２）は、前記第１の機械的なコード化構造（５６）に向けての所定の
取付け調整に関して、前記第１の機械的なコード化構造に対して相補的に具現化される第
２の機械的なコード化構造（１０４）であって、その取付け調整に関して、前記担持体（
５０，１５０，２５０，３５０）の回転軸（Ｒ）に垂直に前記第１の機械的なコード化構
造（５６）に設置可能である第２の機械的なコード化構造（１０４）を有し、
　２つのコード化構造（５６，１０４）の一方は、少なくとも１つの第１の係合要素（６
８，１１０，１１２，２０２，２０６，２０８，２５６）、特に小ピン及び／又は細長い
突起を有し、他方のコード化構造（５６，１０４）は、前記第１の係合要素に対して相補
的な少なくとも１つの第２の係合要素（６２，６４，１１４，１５２，１５４，１５６，
３０２）、特に前記担持体（５０，１５０，２５０，３５０）の回転軸（Ｒ）に垂直に前
記第１の係合要素（６８，１１０，１１２，２０２，２０６，２０８，２５６）と係合す
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ることになる凹部及び／又は溝を有し、
　対になって相互に係合する前記係合要素（６８，１１０，１１２，２０２，２０６，２
０８，２５６；６２，６４，１１４，１５２，１５４，１５６，３０２）及び／又は対に
なって相互に当接する当接要素（６６，１５８，２５２，２５４，２５８，２６０；２１
０）が、３点支持を画定する、変換装置。
【請求項２】
　２つのコード化構造（５６，１０４）の一方が少なくとも１つの第１の平らな当接要素
（６６，１５８，２５２，２５４，２５８、２６０）を有し、他方のコード化構造（５６
，１０４）が、前記第１の係合要素に対して相補的な少なくとも１つの第２の平らな当接
要素（２１０）を有し、前記第２の平らな当接要素は、前記担持体（５０，１５０，２５
０，３５０）の回転軸（Ｒ）に垂直に前記第１の当接要素（６６，１５８，２５２，２５
４，２５８，２６０）に当接することになる、請求項１に記載の変換装置。
【請求項３】
　前記係合要素は、前記当接要素を相互に押付けて３点支持の支持面に対する前記当接要
素の自己調整接触をもたらす磁石を有する、請求項１又は２に記載の変換装置。
【請求項４】
　少なくとも１つの溝（６２，６４，１５６）が横断面で矩形又は三角形である、請求項
１～３の何れか一項に記載の変換装置。
【請求項５】
　少なくとも１つの溝は、相互に一直線に向けられ、相互に離れて配置された２つのサブ
溝（６２，６４，１５２，１５４）から構成される、請求項１～４の何れか一項に記載の
変換装置。
【請求項６】
　少なくとも１つの溝は、２つの溝から構成され、
　好ましくは横断面で矩形の第１の溝（１５６）は、担持体（５０，１５０，２５０，３
５０）の回転軸（Ｒ）に並行に延在し、
　好ましくは横断面で三角形の第２の溝（１５２，１５４）は、前記第１の溝（１５６）
に垂直に延在し、
　少なくとも１つの突起が、２つの突起から構成され、
　第１の突起（２０２）は、前記第１の溝（１５６）に係合し、
　第２の突起（２０６，２０８）は、前記第２の溝（１５２，１５４）に係合する、請求
項１～５の何れか一項に記載の変換装置。
【請求項７】
　前記第２の溝（１５２，１５４）は、前記第１の溝（１５６）によって中断されること
で形成される溝であり、
　前記第２の突起（２０４）は、横方向に前記第１の突起（２０２）を貫通することで形
成される棒形の要素として具現化される、請求項６に記載の変換装置。
【請求項８】
　前記第１の機械的なコード化構造（５６）は、少なくとも１つの第１の接続要素（７０
，１６０，２６２，２６４）を有し、
　前記第２のコード化構造（１０４）は、少なくとも１つの第２の接続要素（１１６，２
０２，３０４，３０６）を有し、
　それらは、２つのコード化構造（５６，１０４）の結合のために相互に着脱可能に接続
される、請求項１～７の何れか一項に記載の変換装置。
【請求項９】
　前記接続要素（１６０，２１２）は、相互係合することになる前記係合要素（１５６，
２０２）の１つに及び／又は相互当接することになる前記当接要素の１つにそれぞれ具現
化される、請求項８に係る変換装置。
【請求項１０】
　２つの接続要素（１６０）の一方は、横断面で矩形である溝（１５６）の底面（１５８
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）に具現化され、
　他方の接続要素（２１２）は、前記溝（１５６）に係合する突起（２０２）の、前記底
面（１５８）の方に向いた平らな端面（２１０）に具現化される、請求項９に係る変換装
置。
【請求項１１】
　第１の接続要素及び／又は第２の接続要素は、磁気的吸引要素（７０、１１６、１６０
、２１２、２６２、２６４、３０４、３０６）を有する、請求項８～１０の何れか一項に
記載の変換装置。
【請求項１２】
　相互当接することになる２つの当接要素は、相互にある角度で、好ましくは直角に配置
される２つの面（２５２、２５４、２５８、２６０）からそれぞれ形成される、請求項１
～１１の何れか一項に記載の変換装置。
【請求項１３】
　コード化構造（５６，１０４）が相互に接続される場合、磁気的吸引要素（２６２，２
６４）は、相互にずれて配置され、相互当接となる当接要素（２５２、２５４、２５８、
２６０）の前記面の間に磁気的吸引をそれぞれもたらす２つの力成分を有する磁気的吸引
力を発生させる、請求項１２に記載の変換装置。
【請求項１４】
　第１の接続要素又は第２の接続要素は、スプリングクランプ（３５２）を有し、
　他方の接続要素は、スプリングクランプ（３５２）に掛かるラッチング要素（４０４，
４０６）を有する、請求項８～１０、１２の何れか一項に記載の変換装置。
【請求項１５】
　光学要素（１００、２００、３００、４００）は、蛍光フィルタブロック、分光フィル
タ、ミラー又は撮像光学素子である、請求項１～１４の何れか一項に記載の変換装置。
【請求項１６】
　少なくとも１つの光学要素は、第２の結合部分（１０２）をそれぞれ有する複数の光学
要素（１００，２００，３００，４００）を有し、
　担持体（５０、１５０、２５０、３５０）は、前記第２の結合部分（１０２）の１つと
それぞれ関連付けられる複数の第１の結合部分（５２）を有する、請求項１～１５の何れ
か一項に記載の変換装置。
【請求項１７】
　担持体（５０，１５０，２５０，３５０）は、その回転軸（Ｒ）周りに回転対称である
タレットである、請求項１６に記載の変換装置。
【請求項１８】
　請求項１～１７の何れか一項に記載の変換装置を有する、顕微鏡（１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転軸の周りに回転可能に支持された担持体（carrying body）を含む、顕
微鏡の変換装置に関し、この変換装置は第１の結合部分と、担持体に光学要素を取外し可
能に取り付けるために上記第１の結合部分に結合可能な第２の結合部分を備えた少なくと
も１つの光学要素とを有する。
【背景技術】
【０００２】
　上記種類の変換装置は、光学要素の選択可能な取付けのための保持器（retainer）、例
えば蛍光フィルタブロックとして顕微鏡で用いられている。これに関し、例として特許文
献１が参照される。特許文献１は、担持体上に取付けられるべき光学要素がそれぞれ担持
体の当接面上に取付けられたダブテイル型スライド（a dovetail slide）を備える変換装
置を開示している。当接面の前方に、相互作用する保持要素として、ピン形のボルトと、
その横でボルトによる張力を受けながら曲げられた圧縮ばねとが取り付けられている。曲
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げられた圧縮ばねの張力によって、圧縮ばねとボルトは、当接面に対して押圧されるダブ
テイル型スライドの内側に押し付けられる。
【０００３】
　この従来から知られている変換装置は、ダブテイル型スライドを備えたそれぞれの光学
要素が、ボルトと圧縮ばねから構成されたばね構造に、側面から、即ち担持体の当接面に
実質上並行である方向に、固定されなければならないという点で不利である。このような
理由から、担持体は、装着を複雑にする担持体の望ましからざる回転運動を防ぐべく、光
学要素を結合させるために、例えばそのために特に設けられたブレーキを用いて、動かせ
ないようにしなければならない。また、上記のばね構造によって、圧縮ばねの撓みは、取
り付け状態で固定効果を得るために正確に調整されなければならない。
【０００４】
　特許文献２と特許文献３から、回転軸の周りに回転可能に支持された担持体をそれぞれ
含む変換装置が知られている。光学要素は、担持体に取外し可能に取り付けられ得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＤＥ　１９９　３６　４９７　Ａ１
【特許文献２】ＤＥ　１９９　２４　６８６　Ａ１
【特許文献３】ＵＳ　２００８／００４３３２４　Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、光学要素のしっかりとした保持と正確な配置を可能とする顕微鏡のための簡
易に構成された変換装置と、前記要素の簡易な変換を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、請求項１に係る特徴を有する顕微鏡のための変換装置によって、この目的を
達成する。
【０００８】
　本発明に係る変換装置は、第１の結合部品が第１の機械的なコード化構造を有し、第２
の結合部品が第２の機械的なコード化構造を有するという事実で顕著である。第２の機械
的なコード化構造は、第１のコード化構造の方へ所定の設置調整（installation alignme
nt）に関して、その第１のコード化構造に対し相補的なように具現化され、その設置調整
に関して、担持体の回転軸に垂直に第１のコード化構造に配置可能である。
【０００９】
　それゆえ、本発明は、結合部品に関して、機械的なコード化構造を備える。機械的なコ
ード化構造は、それらが互いに関して所定の設置調整でだけ相互に結合され得るような方
法で相互に補完的に具現化される。コード化構造は、担持体の回転軸に垂直に、即ち、放
射状の方向に、（担持体上に備わった）第１のコード化構造上へ（光学要素上に備わった
）第２のコード化構造を配置することを可能にするように具現化される。「相補的な」構
造は、これに関連して、鍵―鍵穴の原理の意味で、所望の設置調整において、また担持体
の回転軸に垂直に放射状の方向において、相互の３次元適合（mutual three-dimensional
 fit）をもたらす物理的な立体構成（raumkoerperliche Ausgestaltung, solid physical
 configuration）として、理解されるべきものである。それゆえ、相補的なコード化構造
は、担持体上の光学要素の明確な配置を保証し、不正確な配置を回避する接合面の幾何学
的構造（interface geometry）を生じさせる。
【００１０】
　コード化構造によって、ユーザーは光学要素を放射状の方向で担持体上へ簡易に配置す
ることが可能である。これは、光学要素が側面から担持体上に適所にクランプ固定される
従来技術からの公知の手法と比較して変換装置の取り扱いを著しく簡素化する。特に、光
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学要素を取付けるために、例えばブレーキを用いて担持体を動けなくすること、又はねじ
で担持体をしっかり固定することは、もはや必要ではない。なぜなら、担持体上に回転作
用する設置力が担持体上へ放射状に光学要素を配置することによって回避されるからであ
る。それゆえ、光学要素の「設置」は以下、特に工具の使用なしを含んで、担持体上の光
学要素の取付けや配置として理解される。
【００１１】
　放射状に相補的なコード化構造によって、光学要素もまた、回転軸の周りに回転すると
きに、担持体の加速又は減速に際して発生する遠心力に対して効果的にしっかりと固定さ
れる。
【００１２】
　２つのコード化構造の一方は、少なくとも１つの第１の係合要素、例えば小ピン及び／
又は細長い突起を有している。一方、他方のコード化構造は、それに相補的な少なくとも
１つの第２の係合要素、例えば凹部及び／又は溝を有している。第２の係合要素は、担持
体の回転軸に垂直に第１の係合要素に係合されることが可能である。互いに係合するこれ
らの要素によって、光学要素は、担持体上に簡単に取付けられ得て、しっかりと担持体上
に保持される。
【００１３】
　二者択一的に、又は上記係合要素に追加して、更に有利な実施形態に関し、２つのコー
ド化構造の一方は、少なくとも１つの第１の平らな当接要素を有し、他方のコード化構造
は、それに相補的な少なくとも１つの第２の平らな当接要素を有する。第２の係合要素は
、担持体の回転軸に垂直に第１の当接要素に当接されることが可能である。特に、２つの
コード化構造が、例えば小ピンと穴又は細長い突起と溝のような、互いに係合する要素だ
けでなく、平坦な接触の状態である当接要素も含む場合、これによって、一方ではコード
化構造が不正確な取付けを避けながら光学要素の単純な放射状の配置を可能にし、また他
方では光学要素が担持体上にしっかりと保持されることを保証する。
【００１４】
　対になって互いに係合する係合要素及び／又は対になって互いに当接する当接要素は、
３点支持を定義する。この種の３点支持は、担持体の上に光学要素をしっかり装着するこ
とを保証する取付け面を明確に定義し、即ち、過度でも過少でもなく定める。
【００１５】
　溝が係合要素として備えられるとき、溝は、好ましくは横断面で矩形に又は三角形に具
現化される。このような所謂Ｕ溝又はＶ溝は、それぞれ担持体上への光学要素の確かな結
合を保証する。Ｖ溝は特に、それらの先細る横断面形状のため、担持体上での光学要素の
自己調整を向上させる。
【００１６】
　好ましい実施形態に関して、少なくとも２つの溝が備えられる。好ましくは横断面で矩
形状の第１の溝は、担持体の回転軸に並行に延在し、好ましくは横断面で三角形の第２の
溝は、第１の溝に対して交差して延在している。対になって相互に係合し、相互に交差し
て配置される要素のため、この実施形態は、担持体上の光学要素のしっかりとした保持を
向上させる。
【００１７】
　第２の溝は、好ましくは第１の溝によって中断された溝である。一方、第２の突起は、
交差方向に第１の突起を貫通する棒形状の要素として具現化される。この実施形態に関し
て、２つの溝は、相互に対して言わばクロスに配置され、このことは担持体上の光学要素
の自己調整装着（self-aligning mounting）を更に向上させる。
【００１８】
　好ましくは、第１のコード化構造は、少なくとも１つの第１の接続要素を有し、第２の
コード化構造は、２つのコード化構造の結合のため、着脱自在な相互接触となり得る、即
ち、結合され得る少なくとも１つの第２の接続要素を有する。好ましい実施形態に関して
、接続要素はそれぞれ、相互係合となり得る係合要素の一方の上に及び／又は相互当接と
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なり得る当接要素の一方の上に具現化される。例えば、２つの接続要素の一方は、横断面
矩形状である溝の底面に具現化される。他方の接続要素は、溝に係合する突起の、上記底
面の方に向いた平らな端面に具現化される。これによって、特に担持体の光学要素のしっ
かりとした保持を保証する。
【００１９】
　第１の接続要素と第２の接続要素は、好ましくは磁気的吸引要素を有する。例えば、磁
石が、第１の接続要素上に装着され、強磁性材料が、第２の接続要素上に装着される。第
１の接続要素と第２の接続要素の両方が相互に引き付けあう磁石を含むこと又はそのよう
に具現化されることもまた考えられる。そのような要素の間に発生した磁気吸引力の範囲
で、光学要素の装着の際に相互に近寄せられたコード化要素が自己調整するように相互に
引っ張られる。これは、変換装置上に光学要素を取付けることを容易にする。磁力的に有
効な要素、即ち磁石、磁化された要素又は磁化可能な要素の様々な組み合わせは、接続要
素として考えられる。例えば、永久磁石及び／又はフェリ磁石やフェリ磁石材を作られた
要素が使用可能である。電磁石もまた接続要素として利用され得る。
【００２０】
　有利な実施形態に関して、相互当接となり得る２つの当接要素は、相互にある角度に、
好ましくは直角に配置された２つの面からそれぞれ形成される。これらの面の１つが取付
け状態で水平に調整されるとき、その面は、その面に関連した当接要素が重力の結果とし
て支えられる支持面として供せられる。この種の支持面は、例えば担持体の下端で具現化
され得る。
【００２１】
　特に好ましい実施形態に関して、相互に接続されたコード化構造の相互磁気的吸引要素
は、相互にずれて配置され、それによって、磁気吸引力を発生させる。磁気吸引力は、相
互当接となる当接要素のそれらの面の間で磁気的吸引をそれぞれもたらす２つの力成分を
有する。例えば、当接要素の１つが水平に配置された支持面上に載っているとき、相互に
垂直にずれた磁気的に有効な接続要素によって、水平な力成分と垂直下方に向けられた力
成分を有する斜め下方に向けられた吸引力を発生させることが可能である。垂直に調整さ
れた面は、水平な力成分によって相互に押付られ、一方、いずれにせよ作用する重力に加
えて、垂直下方に向けられた力成分は、水平な支持面上に載っている面を支持面に押し付
ける。
【００２２】
　磁気的に有効な接続要素の代わりに、他のタイプの接続要素、例えばネジ、釘、ばね等
もまた力発生手段（force-generating means）として使用され得る。好ましい実施形態に
関して、例えば第１の接続要素又は第２の接続要素は、スプリングクランプを有し、他方
の接続要素は、スプリングクランプに掛かるラッチング要素（latching element）を有す
る。ばね力は、相互に対して押し付ける２つの当接要素の支持面上に作用し、それによっ
て、支持面に対する当接要素の自己調整接触を、従って、変換装置に光学要素をしっかり
保持することを保証する。
【００２３】
　係合要素、当接要素、接続要素によって構成されたコード化構造が、不正確な取付けを
回避する一方で放射状の結合をもたらすため、また、担持体上に光学要素をしっかり保持
するために、本発明に係るやり方で相互作用することが保証される限り、これら係合要素
、当接要素、接続要素は任意の組み合わせで使用可能であることが特に言及される。係合
要素、当接要素、接続要素はまた、本発明にしたがってそれらの相互作用が保証される限
り、担持体上と光学要素上に任意に分布可能である。ある特定の実施形態において、例え
ば、溝が担持体に具体化可能で、溝に係合する突起は光学要素に具体化可能である一方、
二者択一的な実施形態において、対応する溝が光学要素に配置され、突起が担持体に配置
される。
【００２４】
　好ましくは、少なくとも１つの光学要素は、第２の結合部分をそれぞれ有する複数の光
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学要素を含み、担持体は、第２の結合部分の１つとそれぞれ関連付けられる複数の第１の
結合部分を含む。この場合、担持体には、複数の光学要素を備えることが可能で、担持体
は必要に応じて顕微鏡内で回転可能であるので、上述の光学要素の１つが選択可能に使用
される。光学要素は、例えば、励起フィルタ、ビームスプリッタ、ブロッキングフィルタ
をそれぞれ含む蛍光フィルタブロックである。そして、変換装置は、フィルタセットに関
連付けられる蛍光領域（範囲）の代替的な選択のために蛍光顕微鏡において有利に使用さ
れ得る。
【００２５】
　担持体は、好ましくはその回転軸周りに回転対称であるタレットである。この場合、タ
レット上に配置された結合部品は好ましくは同じ形態であり、光学要素上に備えられ且つ
それらと関係付けられた結合部品もまた、好ましくは同じ形態である。光学要素のそれぞ
れは、タレット上に具現化された結合部品のそれぞれに接続され得る。
【００２６】
　本発明は、上記の種類の変換装置を有した顕微鏡を更に提供する。
【００２７】
　本発明は、図面を参照して更に詳細に以下に記載される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係る変換装置が配置された蛍光顕微鏡を示す概略的である。
【図２】第１の実施形態に係る変換装置の部品であるタレットを示す斜視図である。
【図３】第１の実施形態に係る変換装置の一部である蛍光フィルタブロックを示す概略図
である。
【図４】光学要素を取り付けた状態の第１の実施形態に係る変換装置を示す側面図である
。
【図５】取付け状態で第１の実施形態に係る変換装置を示す断面図である。
【図６】取付け状態で第１の実施形態に係る変換装置を示す斜視図である。
【図７】第２の実施形態に係る変換装置の部品であるタレットを示す斜視図である。
【図８】第２の実施形態に係る変換装置の部品であるフィルタブロックを示す。
【図９】第３の実施形態に係る変換装置の部品であるタレットを示す。
【図１０】第３の実施形態に係る変換装置の部品であるフィルタブロックを示す。
【図１１】取付け状態で第３の実施形態に係る変換装置を示す斜視図である。
【図１２】第３の実施形態に係る変換装置を示す断面図である。
【図１３】第４の実施形態に係る変換装置の部品であるタレットを示す斜視図である。
【図１４】取付け状態で第４の実施形態に係る変換装置を示す斜視図である。
【図１５】取付け状態で第４の実施形態に係る変換装置を示す平面図である。
【図１６】取付け状態で第４の実施形態に係る変換装置を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１は、本発明に係る変換装置（changing apparatus）１２を含む倒立蛍光顕微鏡（in
verted fluorescence microscope）１０を示す。図１は、単に概略図であり、蛍光顕微鏡
１０の中で変換装置１２の配置をただ説明するためのものである。
【００３０】
　変換装置１２は、蛍光顕微鏡１０のスタンド（stand）１４に取り付けられている。変
換装置は、回転軸Ｒの周りに回転可能に取付けられた、以下でタレットと称する担持体（
carrying body）１６を取り囲む。タレット１６は、複数のフィルタブロック１８を備え
付け、それらの２つが図１に平面図で示されている。タレット１６とフィルタブロック１
８は、様々な実施形態で、後に詳細に記載されている。
【００３１】
　光源１９から、照射ビーム路（illumination beam path）２１が発している。照射ビー
ム路は、照射レンズ２３を通って、励起フィルタ（excitation filter）２４と、照射ビ
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ーム路に４５°で配置されたビームスプリッタ２５と、出力フィルタとも称するブロッキ
ングフィルタ２６と、を取り囲む蛍光フィルタブロック１８に突き当たる。照射ビームは
、励起フィルタ２４を通過し、ビームスプリッタ２５で、対物レンズタレット（objectiv
e turret）２０の上に取り付けられた対物レンズ２２に導かれる。対物レンズタレット２
０は、タレット回転軸Ｔの回りに回転可能であり、別の対物レンズ用の第２の非装着位置
（陰影を付けた）２７を有する。照射ビーム路２１は、顕微鏡の積載台２９の上に配置さ
れた試料２８を照射する。
【００３２】
　変換装置１２は、フィルタブロック（１８ａ、１８ｂ）の１つを選択可能に照射ビーム
路２１へ旋回するのに供される。
【００３３】
　対物レンズ２２は、試料２８を第１の中間画像面（intermediate image plane）３０に
結像する。このため、画像形成ビーム路（imaging beam path）３９は、対物レンズ２２
とビームスプリッタ２５とブロッキングフィルタ２６とチューブレンズ（tube lens）３
１を通過し、第１の偏向ミラー（deflection mirror）３２によって、第１の中間画像面
３０に導かれる。中間画像は、第２の偏向ミラー３４と第３の偏向ミラー３５を経て、さ
らなる倍率を生成しないトランスポーテーションレンズ３３によって、第２の中間画像面
３６に結像される。中間画像は、ユーザー３７によって接眼レンズ（eyepiece）３８で見
られ得る。或いはまた、中間画像は、カメラ（図示せず）に導かれ得る。
【００３４】
　図２～５は、第１の実施形態に係る変換装置を示す。図２と３は、変換装置の個々のコ
ンポーネントを示す。一方、図４と５は、取り付けられた状態で変換装置を示す。
【００３５】
　第１の実施形態に係る変換装置は、図２に示されたタレット５０を取り囲む。タレット
は、６つのフィルタブロックと共に配置され得て、それらの１つは、図３に、例として示
され１００と符号が付されている。
【００３６】
　タレット５０は、同じ構成の６つの結合部分５２からなり、それら結合部分のそれぞれ
に、フィルタブロック１００（あるいは結合の点で同じ構成の他のフィルタブロック）が
取り付けられ得る。それぞれの結合部分５２は、タレット５０の外側面５４上に具現化さ
れている。
【００３７】
　タレット５０の結合部分５２は、図２に全体的に符号５６が付された第１の機械的なコ
ード化構造（coding structure）を備えて構成される。この第１の機械的コード化構造５
６は、外側面５４の結合部分の下半分に、２つの溝付き基部５８，６０を有している。そ
れら溝付き基部のそれぞれに、Ｖ字形の溝６２，６４が具現化されている。溝６２，６４
は、お互いに一直線上に合わせられている。それゆえ、それら溝は、単一であるが中断し
た溝（interrupted groove）としても解釈可能である。外側面５４の上端には、支持面６
６が形成されている。そして支持面から小ピン（peg）６８が突き出ている。第１の円形
の磁石（circular magnet）７０は、おおよそ外側面５４の中心に配置されている。
【００３８】
　図５から最も知られ得るように、タレット５０は、段付きで具現化された支承ボア（be
aring bore）７２によって貫かれている。支承ボアは、（図に単に概略的に示された）回
転軸Ｒ上に回転可能にタレット５０を支持するのに供される。
【００３９】
　図３に分離して示されたフィルタブロック１００は、タレット５０の結合部分５２と関
わり合う結合部分１０２を有している。前記結合部分１０２は、タレット５０の第１のコ
ード化構造５６と相補的なように具現化された第２の機械的なコード化構造を備えて構成
され、図３に全体的に符号１０４が付されている。この相補的なコード化構造１０４は、
端面１０８から突き出した立方形の隆起部（cuboidal elevation）１０６から形成されて
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いる。隆起部１０６は、その下端で側方に突き出した２つの突起１１０，１１２を有し、
その上端で矩形の凹部１１４を有する。第２の円形の磁石１１６は、おおよそ隆起部１０
６の中心に配置されている。
【００４０】
　コード化構造５６，１０４は、フィルタブロック１００がその結合部分１０２によって
、回転軸Ｒに垂直な放射状の方向で、タレット５０の結合部分５２に配置され得るように
、相互に適合する。フィルタブロック１００は、このように、即ち、工具の使用なしに、
タレット５０の上に取り付けられると、突起１１２は溝６２と係合し、突起１１０は溝６
４と係合し、隆起部５８の端面の上部は当接面（abutting surface）６６と当接し、凹部
１１４は小ピン６８と係合するようになる。更に、２つの磁石７０，１１６は、相互に当
接し、磁気吸引力（magnetic attraction force）を発生させ、それによって、フィルタ
ブロック３４は、タレット５０上にしっかりと保持される。図５で矢印によって示されて
いるように、この吸引力は回転軸Ｒに垂直な放射状の方向に作用する。
【００４１】
　タレット５０上に具現化された係合要素６２，６４，６８は、フィルタブロック１００
上に具現化された係合要素１１０，１１２，１１４と相互に、タレット５０上にフィルタ
ブロック１００をしっかりと固定することを保証する３点支持を形成する。２つの磁石７
０，１１６によって発生した吸引力は、タレット５０上へのフィルタブロック１００の結
合に関して、相互に関連した相補的なコード化構造５６，１０４の自動調心（self-align
ment）をさらに助長（促進）する。フィルタブロック１００が単にきちんと配置されるこ
とによって最適な位置にもたらされるため、再調整（readjustment）と特に工具の使用は
不必要である。
【００４２】
　図２～図４の補足として、図５に係る断面図から明らかな点は、本実施形態においてフ
ィルタブロック１００が励起フィルタ２４とブロッキングフィルタ２６とビームスプリッ
タ２５を備えることである。
【００４３】
　図４～図６は、第１の実施形態に係る交換装置を取り付け状態で示し、図４は側面図で
あり、図５は断面図である。図４と図５から特に明らかなように、フィルタブロック１０
０は、取り付け状態でタレット５０に放射状に配置される。
【００４４】
　本発明に係る変換装置の別の実施形態は、図７～図１６を参照して以下に説明される。
これらの実施形態は、図２～図６に示された第１の実施形態と、相互に関連した相補的な
コード化構造の個々の要素に関して、異なる。図７～図１６においても同様に、機械的な
コード化構造は、概して全体にわたって５６，１０４でそれぞれ示されている。さらに、
第１の実施形態のものに対応するコンポーネントは、第１の実施形態で既に使用されてい
る参照符号で付されている。以下、これらのコンポーネントの説明は省略する。
【００４５】
　図７は、第２の実施形態に係るタレット１５０を示す。タレット１５０のコード化構造
は、タレット１５０の横方向にお互いに一直線上に合わせられている２つのＶ溝１５２，
１５４を備える。溝１５２と溝１５４の間に、コード化構造５６は、回転軸Ｒに並行に延
びるＵ溝１５６を備える。それゆえ、Ｖ字形の溝１５２，１５４は、言わば、Ｕ字形の溝
１５６によって中断された１つの溝である。磁石１６０は、Ｕ字形の溝１５６の底面１５
８上に配置されている。
【００４６】
　図８は、図７に示されたタレット１５０に関わり合うフィルタブロック２００を示す。
フィルタブロック２００の機械的なコード化構造１０４は、タレット１５０上へのフィル
タブロック２００の結合に関して、Ｕ字形の溝１５６に係合する立方突起部（cuboidal l
ug）２０２を備える。突起部２０２は、バー（bar）２０４によって横方向に貫かれてい
る。バー２０４の相対する端部分２０６，２０８は、Ｖ字形の溝１５２，１５４へ係合さ
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れるようになる。突起部２０２は、さらにその端面２１０で磁石２１２を備える。磁石２
１２は、タレット１５０上へのフィルタブロック２００の結合に関して、Ｕ字形の溝１５
６に配置された磁石１６０に当接するようになっており、それゆえ、タレット１５０上に
フィルタブロック２００のしっかりとした保持を保証する。突起部２０２の下面上には、
雌ねじ穴２１４が具現化されている。この雌ねじ穴に、止めねじ（図８で図示せず）は、
バー２０４を突起部２０２に固定するため、挿入され得る。
【００４７】
　図７、図８に示された実施形態において、一方では係合要素１５２，１５４，２０６，
２０８が、他方では係合要素１５６，２０２が、相互に関してクロスに配置されている。
その結果、フィルタブロック２００がタレット１５０上に特にしっかりと保持される。
【００４８】
　図９～図１２は、第３実施形態に係る変換装置を示す。図９は、タレット２５０を示す
。その機械的なコード化構造５６は、小ピン２５６だけでなく２つの当接面２５２，２５
４を含む。コード化構造５６は、タレット２５０の下端で、外側面５４から水平に突き出
ている２つの支持面２５８，２６０を更に含む。互いに垂直にずらされた２つの磁石２６
２，２６４は、外側面５４上に更に配置されている。
【００４９】
　図１０は、タレット２５０上へ結合されるようになっているフィルタブロック３００を
示す。フィルタブロック３００の機械的なコード化構造１０４は、フィルタブロック３０
０の上端へ向かって開き、細長く、垂直に延在する凹部３０２を備える。コード化構造１
０４は、互いに垂直にずらされた磁石３０４，３０６を更に含む。
【００５０】
　タレット２５０上へのフィルタブロック３００の結合に関して、小ピン２５６は、凹部
３０２に係合するようになっている。更に、タレットの外側面５４上に具現化された当接
面２５２，２５４は、側壁５４の方へ向いたフィルタブロック３００の端面の部品と当接
するようになっている。
【００５１】
　図１２から知られ得るように、対になって相互に関わり合う磁石２６２，３０４と磁石
２６４，３０６は、互いに垂直にずれた状態でそれぞれ配置される。それゆえ、磁石２６
２，３０４と磁石２６４，３０６のそれぞれの対は、水平に作用する力成分と垂直下方に
作用する力成分の両方を備える磁気吸引力を発生させる。これは、斜め下方に向いている
矢印によって図１２に示されている。垂直下方に向けられた力成分によって、タレット２
５０の支持面２５８，２６０上に支持されているフィルタブロック３００のこれらの部分
は、支持面２５８，２６０に対して押し付けられる。一方、水平に向けられた力の成分は
、当接面２５２，２５４に対して当接するフィルタブロック３００のこれらの部分が当接
面２５２，２５４に対して押し付けられることを保証する。最後に、水平に向けられた成
分は、また凹部３０２への小ピン２５６のしっかりとした係合も保証する。
【００５２】
　図１３～図１６は、本発明に係る変換装置の第４の実施形態を示す。この変換装置は、
図１３に分離して示されたタレット３５０を含む。このタレットは、図２に示された第１
の実施形態に係るタレット５０とは、内部に設けられた磁石７０の代わりに、上端で、２
つのクランプ要素３５４，３５６から構成されるスプリングクランプ（spring clamp）３
５２を備えるという点でだけ実質的に異なる。クランプ要素３５４，３５６の自由端は、
Ｖ字形で内側に曲げられた相互に向き合った掛け金部分（latching segment）３５８，３
６０を有している。
【００５３】
　図１４～図１６は、第４の実施形態に係る変換装置を取付けられた状態で示す。そこで
明らかなように、タレット３５０に関わるフィルタブロック４００は、図３に示された第
１の実施形態に係るフィルタブロック１００とは、内部に備えられた磁石１１６が掛け金
要素によって置き換えられているという点でだけ異なる。掛け金要素は、立方状の隆起部
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１０６の上端で具現化され、側面へ突き出ている２つの突起４０４，４０６から構成され
る。図１５から最も容易に知られるように、突起４０４，４０６によって構成された掛け
金要素は、タレット３５０上へのフィルタブロック４００の配置に関してスプリングクラ
ンプ３５２に掛け止めされる。
【符号の説明】
【００５４】
　１０　　　蛍光顕微鏡
　１２　　　変換装置
　１４　　　スタンド
　１６　　　タレット
　１８，１８ａ、１８ｂ　　　フィルタブロック
　１９　　　光源
　２０　　　対物レンズタレット
　２１　　　照射ビーム路
　２２　　　対物レンズ
　２３　　　照射レンズ
　２４　　　励起フィルタ
　２５　　　ビームスプリッタ
　２６　　　ブロッキングフィルタ
　３０　　　第１の中間画像面
　３１　　　チューブレンズ
　３２　　　偏向ミラー
　３３　　　トランスポーテーションレンズ
　３４　　　偏向ミラー
　３５　　　偏向ミラー
　３６　　　第２の中間画像面
　３７　　　ユーザ
　３８　　　接眼レンズ
　５０　　　タレット
　５２　　　結合部分
　５４　　　外側面
　５６　　　第１の機械的コード化構造
　５８，６０　　　溝付き基部
　６２，６４　　　Ｖ字形の溝
　６６　　　当接面
　６８　　　小ピン
　７０　　　磁石
　１００　　　フィルタブロック
　１０２　　　結合部分
　１０４　　　第２の機械的なコード化構造
　１０６　　　隆起部
　１０８　　　端面
　１１０，１１２　　　突起
　１１４　　　凹部
　１１６　　　磁石
　１５０　　　タレット
　１５２，１５４　　　Ｖ字形の溝
　１５６　　　Ｕ字形の溝
　１５８　　　底面
　１６０　　　磁石
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　２００　　　フィルタブロック
　２０２　　　突起部
　２０４　　　バー
　２０６，２０８　　　端部分
　２１０　　　端面
　２１２　　　磁石
　２１４　　　雌ねじ穴
　２５０　　　タレット
　２５２，２５４　　　当接面
　２５６　　　小ピン
　２５８，２６０　　　支持面
　２６３，２６４　　　磁石
　３００　　　フィルタブロック
　３０２　　　凹部
　３０４，３０６　　　磁石
　３５０　　　タレット
　３５２　　　スプリングクランプ
　３５４，３５６　　　クランプ要素
　３５８，３６０　　　掛け金部分
　４００　　　フィルタブロック
　４０４，４０６　　　突起
　

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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